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2014年（平成26年） 2015年（平成27年） 

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

分科会開催イメージ 第３回 第４回 第５回 第６回

司法試験スケジュール ＬＳ修了 司法試験
合格発表
（短答式）

合格発表
（論文式）

司法修習スケジュール（第67期）

（第68期）

ひまわりキャリアサポート

選択型修習・集合修習→二回試験（11月）

修習開始
→分野別修習

設置

企業分科会 工程表（案）

TODAY

ひまわりキャリアサポ ト
センター設置

ひまわり求人求職ナビ改善

企業向け情報提供

弁護士・修習生等向け情報提供

事 業 の 推 進

設置

情報提供のあり方についての検討（媒体・方法など）

利用企業アンケートの分析，

改善策の検討
ナビ利用状況の把握・分析

広報ツールの検討・改訂

企業内弁護士等ヒアリング

地方での取組

ナビの改善策、順次実施

採用企業ヒアリング 関係団体との連絡協議・意見交換

8/25企業向け

情報提供会（東京）

ＨＰの改訂 10/1合格者向けセミナー

10/11就職活動セミナー

10/13就職合同説明会

試
行
方

ナビ利用企業・企業内弁護士ヒアリング

任期付き採用スキーム

モデルカリキュラム策定
及び協議

企
業
分
科
会
　
試
行
方
策

情報提供のあり方についての検討（媒体 方法など）

パイロット事業の実施、検証パイロット事業の検討

【法曹養成過程でのカリキュラム】

【弁護士登録後の継続教育】

研修の実施

各LSとの協議

弁護士会における企業内

弁護士向け研修の内容検討
研修内容の検討，実施準備等

中央LS・慶應LSの科目開放

→履修状況を検証、他のLSへの展開を模索・検討

10/13就職合同説明会

中大LSでのパイロットカリキュラム実施

方
策
の
実
施
状
況
ま
と
め
・
報
告

及び協議

女性企業内弁護士支援

【法曹養成過程でのカリキュラム】

慶應LS・

WSPの聴講

中央LSとの講座開設に向けた協議

ヒアリング実施

中大LSでのカリキュラム実施

神戸LSとの講座開設に向けた協議 神戸LSでのカリキュラム実施

仕組みの検討等

実施結果の検証、他のLSへの展開を模索・検討
7/28

LS意見

交換会

10/18

キャリアアップセミナー

慶應LSでのカリキュラム実施
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ひまわり求人求職ナビ 質問事項案 

 

１． 基本方針 

・質問数が多すぎると申請自体を阻害する怖れがある 

・申請書記載をデータとして収集したい 

・できる限り選択式で回答できるようにする 

 

２． 申請書の項目のうちデータ取集が有益と思われるもの 

・従業員数，弁護士数 

・事業分野 

・求人対象者 

・希望する弁護士経験年数 

・留学経験，米国弁護士資格 

・想定される担当業務 

・勤務予定地 

・年俸 

・雇用形態 

・契約期間 

 

３． 掲載時アンケート（掲載申請の完了前，義務的） 

・ ひまわりナビをどこで知ったか（チェック式，複数回答ＮＧ） 

１．日弁連サイト 

２．ウェブ検索でヒット 

３．日弁連のチラシ・パンフレットなど 

４．弁護士からの紹介 

５．他の企業・団体からの紹介 

６．その他 

・ 他の媒体の利用の有無（プルダウン式，複数回答ＮＧ） 

１．利用した 

２．利用しない 

・ 弁護士等を採用しようと考えた理由（チェック式，複数回答ＯＫ） 

１．弁護士資格を有する人材が必要だった 

２．法律知識を既に持っている人材が必要だった 

３．法的な素養・素質のある人材が必要だった 

４．その他 

・ ひまわりナビを利用しようと考えた理由（チェック式，複数回答ＯＫ） 

１．運営主体（日弁連）を信頼している 

２．弁護士，司法修習生への知名度が高い 
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３．費用が掛からない 

４．過去に利用したことがある 

５．その他 

・ オファーメールの利用予定（プルダウン，複数回答ＮＧ） 

１．利用を検討している 

２．利用の予定はない 

３．オファーメールを知らない 

 

４． 更新時アンケート（更新の完了前，義務的） 

・ 応募人数（数値入力） 

＊同一求人枠に対する応募数。ナビを閲覧した応募者かは問わない。 

・ 採用人数（数値入力） 

＊同一求人枠に対する採用数。ナビを閲覧した応募者かは問わない。 

・ オファーメール利用の有無（プルダウン，複数回答ＮＧ） 

１．利用した 

２．利用しなかった 

 

５． 抹消時アンケート（任意） 

 更新時と同じ項目に加えて 

・ 採用した弁護士等の待遇（チェック式，複数回答ＯＫ） 

１．弁護士会費を会社が負担 

２．資格手当を付与 

３．役職手当を付与 

４．他の従業員とは異なる給与体系を適用 

５．他の従業員と同じ給与体系を適用 

・ 配属予定の部署（選択式＋「その他」として自由記載，複数回答ＮＧ） 

１．法務部 

２．総務部 

３．知的財産部 

４．コンプライアンス部 

５．その他 

・ ひまわり求職ナビに対する評価（プルダウン式，複数回答ＮＧ） 

１．とてもよい 

２．よい 

３．ふつう 

４．あまりよくない 

５．良くない 

・ 改善してほしいところ，良かったところ（自由記載） 
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掲載申請アンケートイメージ（案）

ひまわり求人求職ナビを御利用くださりありがとうございます。
ご申請にあたり，以下のアンケートに御協力をお願いいたします。※は必須項目

Q.1 ひまわり求人求職ナビをお知りになった経緯をお教えください。※
※ラジオボタン

※プルダウン

Q.3 弁護士を採用されようとお考えになった理由をお教えください。※
※チェックボックス

まわ 求 求職 ビを され う お考 な た 由をお教 くださ

　「利用あり」と回答された方にお聞きします。差し支えなければ，利用された媒体をお教えください。
　（就職エージェント，自社採用HP等）

□弁護士資格を有する人材が必要
□法律知識を既に持っている人材が必要
□資格法的な素養・素質のある人材が必要
□その他

○日弁連のHP　　　　　　○WEB検索（google，yahoo等）　　○日弁連のチラシ・パンフレット等
○弁護士からの紹介　　○他の企業・団体からの紹介
○その他

利用あり
利用なし

Q.2 弁護士の求人にあたり，他の媒体を利用されていますか（または利用される予定はありますか）。※

Q.4 ひまわり求人求職ナビを利用されようとお考えになった理由をお教えください。※
※チェックボックス

Q.6 オファーメールの利用予定はありますか。※
※チェックボックス

※オファーメールとは，「ひまわり求人求職ナビ」に求職情報を登録している求職者（弁護士・修習生）の情
報を検索・閲覧して，アプローチしたい方にメールを送付できる簡易なシステムです。求人情報の公開承認
時に発行されるID・パスワードを用いて，求人情報の公開期間中のみ，求職情報を確認できるようになりま
す

利用を検討している
利用の予定はない

オファーメールを知らない

□運営主体（日弁連）に信頼感がある
□弁護士・修習生への知名度が高い
□費用がかからない
□過去に利用したことがある
□その他

戻る（求人情報登録フォーム 次へ（入力情報確認画面へ）
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求人情報更新時アンケートイメージ（案）

ひまわり求人求職ナビを御利用くださりありがとうございます。
以下のアンケートに御協力をお願いいたします。※は必須項目

人

人 ※未定の場合は「0」人

Q.2 オファーメールは利用されましたか。※
※チェックボックス

利用した
利用していない

※オファーメールとは，「ひまわり求人求職ナビ」に求職情報を登録している求職者（弁護士・修習生）の情
報を検索・閲覧して，アプローチしたい方にメールを送付できる簡易なシステムです。求人情報の公開承認
時に発行されたID・パスワードを用いて，求人情報の公開期間中のみ，以下のURLから求職情報の確認が
可能です。
https://www.bengoshikai.jp/kyushoku/lawyer_search_corp_list.php

Q.1 現時点での当該求人枠に対する応募・採用人数をお教えください（同一求人であればナビ経由かどう
かを問いません。）。※

◆応募人数

◆採用人数

戻る（求人情報変更フォーム 次へ（入力情報確認画面へ）
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求人情報抹消時アンケートイメージ（案）

ひまわり求人求職ナビを御利用くださりありがとうございます。
以下のアンケートに御協力をお願いいたします。※は必須項目

※現行のアンケートを回答必須化し，文言を修正

Q.2 オファーメールは利用されましたか。※
※プルダウン

採用した弁護士 待遇はど ようにお考え すか

Q.1 掲載終了の理由をお教え下さい。※

利用した
利用していない

※オファーメールとは，「ひまわり求人求職ナビ」に求職情報を登録している求職者（弁護士・修習生）の情
報を検索・閲覧して，アプローチしたい方にメールを送付できる簡易なシステムです。求人情報の公開承認
時に発行されたID・パスワードを用いて，求人情報の公開期間中のみ，以下のURLから求職情報の確認が
可能です。
https://www.bengoshikai.jp/kyushoku/lawyer_search_corp_list.php

○採用が決定したため
 応募 　　　　　　人（※当該求人枠に対する応募数。同一求人であればナビ経由かどうかを問いません）
 採用 　　　　　　人（※当該求人枠に対する採用数。同一求人であればナビ経由かどうかを問いません）

○採用は決定していないが、十分な数の応募があり,今後具体的な選考活動に入るため
 応募 　　　　　　人

○採用は決定していないが、応募が無い(又は少ない)ため
 応募 　　　　　　人

○その他(差し支えない範囲で理由をお答え下さい。)

Q.3 採用した弁護士の待遇はどのようにお考えですか。
※チェックボックス

Q.4 採用した弁護士の配属予定部署をお教えください。
※ラジオボタン

Q.5 ひまわり求人求職ナビに対する評価をお聞かせください。※
※プルダウン

Q.6 ひまわり求人求職ナビの機能改善のご要望やご意見等ございましたらお寄せください。

□弁護士会費は会社が負担
□資格手当を付与
□役職手当を付与
□他の従業員とは異なる給与体系を適用
□他の従業員と同じ給与体系を適用

○法務部（課・室）
○総務部（課・室）
○知的財産部（課・室）
○コンプライアンス部（課・室）
○その他

とても良い

良くない

良い
普通

あまり良くない

登録抹消実行
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ひまわり求人求職ナビ 改善案 

2014.6 

１ 審査の迅速化 

 　通常３日程度，最大で１週間程度で掲載できるよう，内部手続を迅速化 

 

２ 周知・広報 

 　 ・紹介，使い方を記載したチラシを作る（Ａ４一枚） ＊既存のものでも可 

 　・企業向け，弁護士・修習生向けの広報媒体に上記チラシのページを設ける 

 　 ・各種シンポ等で，上記パンフレットやチラシを配る 

 　・ウェブページの入り口で，チラシやパンフレットへのリンクを張る 

 　 ・ウェブページのＳＥＯ対策を進める 

 

３ 情報収集 

 （現状） 

  掲載可能な情報をすべて記入しなくても掲載申請が可能。 

  掲載から３ヶ月で自動的に削除。 

  １週間前にメールで更新を促す。更新の意思表示のみで更新可能。 

 （改善案） 

  必要的記載事項を定める。 

  各段階で，アンケートを取る。 

   掲載時，更新時は義務的に。 

   数値の入力のみ，または選択式にして，記入の負担を軽減。 

 3.1 必要的記載事項 

    企業・団体名，事業分野，想定される主な担当業務，等 

 3.2 掲載時アンケート（義務的） 

    ・ひまわり求人求職ナビを，どこで知ったか 

    ・求人にあたり，他の媒体を使用したか 

    ・弁護士等を採用しようと思った理由 

    ・ひまわり求人求職ナビを利用しようと思った理由 

 3.3 更新時アンケート（義務的） 

    ・応募人数 

    ・採用人数 

    ・オファーメールを利用したか 

 3.4 抹消時アンケート（任意） 

    ・応募人数 

    ・採用人数 

    ・採用した弁護士等の収集機，配属部署等 

    ・ナビに対する評価 等 
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各企業ご担当者 各位 
 

弁護士採用を検討する企業様向け情報交換会 
 

 
拝啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。  
 さて、東京三弁護士会では、司法修習生に対し就職のための情報を提供する目的で、日本弁護士連
合会及び関東弁護士会連合会共催で、第 68 期司法修習生等就職合同説明会を実施いたします。昨年
度も 1,000 名近くの司法修習生に来場いただきました。 

近年、毎年司法試験に合格する方は約 2,000 名で、一般企業に勤務を希望する方が年々増加して
おります。一方、各企業様におかれましても、複雑高度化する現代において、様々なシーンで法的専
門知識が必要になっているかと思われます。採用をご検討される企業様も多いのですが、採用に当た
っての疑問点や不安な点を解消する事ができず、検討だけで終わるケースもある、との話も伺ってい
ます。 
そこで、本セミナーでは、弁護士を社員として雇用することについてのメリットや、実際に採用す

る上での FAQ をご紹介いたします。  
各企業様におかれましては、万障お繰り合わせのうえご参加賜りますようお願い申し上げます。 

敬具 
■主  催：東京弁護士会 第一東京弁護士会 第二東京弁護士会 
■共  催：日本弁護士連合会 関東弁護士会連合会 
■日  時：平成 26 年 8 月 25 日（月）16：00～18：00 

（受付開始は 15：30～） 
 
■場  所：弁護士会館３階３０１会議室 

  所在地：東京都千代田区霞が関 1-1-3 
（東京メトロ 丸ノ内線「霞ヶ関駅」B1-b 出口より直通） 

      ※会議室については変更になる場合がございます。 
■参加費用：無 料  

（一企業様で２名様までご出席いただけます） 
 

■内 容：その１『企業内弁護士が話す、企業内弁護士選択の動機・現在の仕事』（30 分） 

その２『企業内弁護士の採用の手続、注意事項』（30 分） 

その３『司法修習生等就職合同説明会のお知らせ』（20 分） 

その４ 質疑応答 

 

■お問合せ ：ＴＥＬ ０３－３５９５－８５８２（第一東京弁護士会 業務推進第二課 岡野） 

■お申込み  ：下記必要事項をご記入いただき、東京三弁護士会が業務委託しております「株式会

社学情」へＦＡＸ（０３－５７７７－２９３２）をご送付ください。 
※本年度は、第一東京弁護士会から、「企業内弁護士雇用の手引き」を参加企業に無料配布いたします。 
※本申込書に記載いただきました情報は「株式会社学情」に提供いたしますので、予めご了承ください。 

 
 
 
ＦＡＸ ０３－５７７７－２９３２       株式会社学情 情報交換会事務局 行 

貴社名 
 

（経営法友会会員会社） 

ご出席者 
（２名様迄） 

部署: お役職: ご芳名: 

部署: お役職: ご芳名: 

ご住所・ 
ご連絡先 

〒   － 
 
Tel（     ）      －      ／Fax（     ）      －         

今、お知りになりたい情報等ありましたらご自由に記入ください  

 
 

この情報は今回のセミナー運営及び就職合同説明会のご案内に関する業務以外には使用いたしません。 
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弁護士・司法修習生・司法試験合格者の方へ
法律事務所の就職活動にも役立つ

企業研究や履歴書の書き方で就職の機会を狭めていませんか―。 「企業内弁護士」というキャリアを選択される方が増えています。
日弁連では，企業等のフィールドにおける弁護士のさらなる活躍をサポートするため，弁護士としてなかなか知る機会がなかった，

企業への就職活動の基本的なノウハウ・知識や，今後のキャリア形成について考える場を設けました。
就職活動における自己アピールや今後のキャリアアップについても考える機会としていただきたく，是非御参加ください！

２０１４年１０月１１日（土）１５時００分～１７時００分

事前申込制（9/26（金）まで）・無料

・ 基本的心構え
・企業に就職するということ（キャリア形成）

企業への就職活動のノウハウ・知識を伝授します

弁護士会館２階講堂「クレオ」ＡＢＣ

履歴書等の書き方や

第１部 講演第１部 講演

弁護士・修習生の企業就職・就職活動の
実情について，様々なケースをもとに解説

・企業研究
・法律事務所への就職活動との違い

・ 履歴書の書き方
・Webエントリーの記入方法
・履歴書／職務経歴書の書き方

・ 面接

履歴書等の書き方や

面接の基本ノウハウを伝授

第２部 企業で働くということ／具体的事例をふまえて第２部 企業で働くということ／具体的事例をふまえて

面接
・インタビューでの留意点
・様々な面接方法と対応

（株）インテリジェンス

講師（就職エージェント）講師（就職エージェント）

（株）C&Rリーガルエージェンシー社 Talent2

‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐申込用紙（FAX送付先 03-3580-9888） ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐

第３部 質疑応答第３部 質疑応答

申込用紙（ 送付先 ）

□司法修習生（６７期） □司法試験合格者（６８期予定）

□弁護士（登録番号 弁護士会 ）

・お名前（ふりがな）

WEBからもお申し込みいただけます。https://qooker.jp/Q/auto/ja/shushokuguidance/inhouse/

お名前（ふりがな）

・ご連絡先電話番号

＜アンケート＞セミナーで聞いてみたい事項がありましたら，ぜひ御記入ください

主催：日本弁護士連合会
共催：東京弁護士会、第一東京弁護士会、第二東京弁護士会

本セミナーに関するお問い合わせ：日本弁護士連合会業務第三課 03-3580-9838

※御提供いただいた個人情報は，日本弁護士連合会のプライバシーポリシーに従い厳重に管理いたします。また，この個人情報に基づき，日本弁護士連合会又
は日本弁護士連合会が委託した第三者から，シンポジウム等のイベントの開催案内，書籍の御案内その他当連合会が有益であると判断する情報を御案内させて
いただくことがあります。なお，個人情報は，統計的に処理・分析し，その結果を個人が特定されないような状態で公表することがあります。

また，当連合会では，本研修会の内容を記録し，成果普及に利用するため，会場での写真・映像撮影及び録音を行っております。撮影をされたくない方は，
当日，担当者にお申し出ください。
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 ２０１４年（平成２６年）６月 

経営法友会会員 各 位 

東京弁護士会 

会 長 髙 中 正 彦 

第一東京弁護士会 
                                               会 長 神    洋 明 

第二東京弁護士会 
会 長 山 田 秀 雄 

〔公印省略〕 

 

第68期司法修習生予定者等向け 

東京三弁護士会就職合同説明会(10月13日)参加企業募集 

 
拝啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 
さて，東京三弁護士会では，司法修習生に対し就職のための情報を提供する目的で，日本

弁護士会連合会及び関東弁護士会連合会共催にて，下記のとおり司法修習生予定者等を対象

とした就職合同説明会を実施いたします。本説明会は，例年司法試験合格者の約半数（昨年

度の参加実績は９４１名）が参加しており，修習予定者にとって日本最大の就職活動の場と

なっております。 
今回は，第６８期修習（平成２７年１１月司法修習修了）予定者を対象とした説明会を実

施することになります。 
昨年１０月１４日（第６７期対象）に就職説明会を実施いたしましたが，３５社（法律事

務所は４８事務所）の企業にご参加いただき，企業法務における弁護士のニーズが高まって

きたことに伴い，企業からの参加も増加しております。 
修習生の企業法務への関心も高く，より多くの企業にご参加いただきたいと考えておりま

すので，弁護士の採用をご検討中の企業におかれましては、ぜひともご参加いただきたくご

案内申し上げます。 
参加にあたっては，裏面の申込書を第二東京弁護士会事務局宛に 平成２６年９月８日

（月） までにご提出ください。 
なお，司法修習生就職合同説明会の参加基準（東京三弁護士会申し合わせ）に抵触する場

合は，参加できませんので，予めご了承ください。                                敬具 
記 

 

１．日  時 平成２６年１０月１３日（月曜・祝日）１１：００～１６：３０ 

２．場  所 「ＴＲＣ東京流通センター第一展示場Ａ～Ｄホール」 

（所在地：東京都大田区平和島６-１-１，最寄駅：東京モノレール｢流通センター駅｣） 

３．実施方法 会場内に事務所・企業ごとのブースを設置し、説明をしていただく個別 

面談形式です。修習生が面談を希望するブースに回ります。 

４．参 加 費 金５万円(税込)（お支払い方法等は，参加申込を確認後，別途ご連絡致します） 

 

 

※本件に関するお問合せ先：司法調査課 白川 TEL 03-3581-2259 

E-mail：shirakawa-t@niben.or.jp 

※日弁連の「ひまわり求人求職ナビ」へのご登録も御検討下さい（日弁連ＨＰご参照）。 
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東京三弁護士会就職合同説明会参加申込書 

兼 情報提供承諾書（企業専用） 

 

申込締切：９月８日（月）必着 
申込先：第二東京弁護士会司法調査 白川宛 <FAX：03-3581-3844> 

 

 

《参加申込者》 

 

＊本説明会参加にあたり，当日，司法修習生から当日受領する求職票は個人情報保護の趣旨
に則り，司法修習生の採用の適否にのみ使用し，目的終了後は，速やかに破棄することを
誓約します。 

 

 

＜参加申込者＞ 

企業名・部署名                                

部署代表者                                 

採用担当者名                                

※本説明会担当者                              

電話             ＦＡＸ             

Ｅメールアドレス                         

当日緊急連絡先                        

※今後の事務的な連絡がとれる，本説明会担当者の連絡先をご記入ください。   

 

 
※本就職合同説明会の運営は、東京三弁護士会が「株式会社学情」に業務委託をしております。 

このため、本申込書に記載いただきました情報は，「株式会社学情」に提供いたしますので、予め

ご了承ください。なお、いただいた情報は、説明会に関する範囲内でのみ利用いたします。 
 

※本説明会への参加申込をした後，採用を決定又は中止した場合は，早急に第二東京弁護士会担当事

務局（担当 白川）までご連絡くださいますようお願いいたします。 
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平成２６年６月９日 
第６７期司法修習生 各 位 
第６５期・第６６期会員 各 位 

愛知県弁護士会 

会長  花 井 増 實  
                           就職・採用プロジェクトチーム 

                             座長  井 口 浩 治 
若手会員の支援のあり方に関する検討協議会 

         座長  細 井 土 夫 
 

組織内弁護士との情報交換会のご案内 
（第６７期司法修習生及び６５期・６６期弁護士向け） 

 
皆さん、こんにちは。司法修習も半ばにさしかかり、修習に一層熱がこもっていることと思います。 

さて、名古屋地方裁判所配属で当会に就職を希望する第 67 期司法修習生のうち、就職内定を得た修習

生の割合（就職内定率）は、６月２日現在３６パーセント程度で，これからまさに就職活動本番といった

ところです。  

就職は、新人弁護士のオン・ザ・ジョブ・トレーニング（ＯＪＴ）のために重要な機会です。当会とし

ても就職を希望する修習生にはできる限り、就職情報を提供していきたいと考えております。 

そこで今回、司法修習生の進路の一つとして組織内弁護士という選択枝を紹介すべく，当会の組織内弁

護士会員に協力をお願いし、情報交換会を企画しました。 

近時、組織内弁護士は全国では１０００名を超え、当会でも２５名を数えます。中には、数年間、法律

事務所で勤務した後、組織内弁護士や任期付き公務員に進まれた会員もおられます。 

そこで、今回の情報交換会は、若手会員にも、有益な機会になるものと考え、６５期・６６期の若手会

員にもご参加いただければと考えております。 

これまで若手会員の支援のあり方に関する検討協議会及び就職・採用プロジェクトチームの委員と組織

内弁護士会員との意見交換会を２回実施しており、その様子は会報（本年２月号）でもご紹介させていた

だいておりますが、参加者一同、非常に刺激を受けています。この機会に、６７期司法修習生、６５期及

び６６期の弁護士の皆さんにとっても組織内弁護士に関する情報を得られることは、皆さんの将来の選択

肢を広げるものと確信しております。 

当日の内容は、下記の通りです。奮ってご参加ください。 
 

記 
 

● 日 時 ７月４日（金）午後６時３０分から 
 

● 内 容 第１部（午後６時３０分～午後７時） 
    講演「組織内弁護士について」 

第２部（午後７時～午後８時） 
       情報交換会（複数のブースに分かれて実施予定です。） 

 
● 場 所 愛知県弁護士会５階ホール 
 
● 参加費 無料 

以 上 
 
７月４日（金）組織内弁護士との情報交換会に 
 

ご出席      ご欠席 
                               

期 （    期）  氏名（                  ） 
 

6月３０日（月）までに、ファックス（052－204－1690）またはメール（ito.k@aiben.jp） 

愛知県弁護士会事務局第２課業務・広報係伊藤までお願いします。 
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慶應義塾大学大学院法務研究科 企業内リーガルセクションワークショッププログラム 

受講生ヒアリング結果（概要） 

 

日 時：平成２６年７月１日（火） １８時～１９時１５分 

場 所：弁護士会館 １７０３Ａ 

 

＜ヒアリングにご協力くださった方々＞ 

４名（男性３名，女性１名） 

いずれも，平成２４年３月に大学の法学部卒業，平成２６年３月に既修コース修了。 

  各人の志望は，下記のとおり。 

   ・検事が５割，企業のインハウスが５割。 

   ・弁護士志望。企業内で働くのも面白いのではないかと考えている。 

   ・当初は企業のインハウス５割，弁護士５割。現在は官公庁を希望（法務区分）。 

   ・企業内弁護士，あるいは総合職で企業に就職（女性）。 

 

◆ 本プログラムの受講動機について 

○ インハウスを目指していた。法律事務所側からの企業法務はあったが，企業内で，

というのはなかった。企業の法務部の授業として受けたかった。 

○ インハウスの業務のイメージをつかみたかった。また，企業がインハウスとしてど

んな人を求めているのか知りたかった。採用状況に関する情報についても，一般の

弁護士の就職活動との違いなどがわかるのではないかと思った。 

○ 元々インハウスに興味はなかったが，企業へのエクスターンに行って興味深かった

ため，選択肢として考えられないかと思った。企業内の仕事と法律事務所との違い

を知りたいと思って受講した。 

○ 元々インハウスを志望している。シラバスに，いろいろな企業の部長クラスの方が

来られるとあったので，イメージをさらに具体化できると思い，受講を決めた。 

 

◆ 本プログラムの人数，受講時期について 

○ 人数は適正規模だった。グループワークが可能で，かつ，関心の薄い人もいないと

いう環境ができていた。 

○ 受講する学年については，進路の幅を広げる点で，または司法試験への影響が少な

い点で，２年生（既修１年目）で履修したい人もいるし，科目の履修に余裕のある

３年生（既修２年目）で履修したい人もいる。 

 

◆ 本プログラムを受講してよかった点 

○ 進路に及ぼす影響は大きかった。企業がどういう仕事をしているのかがわかり，イ
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ンハウスだけでなく，総合職として就職し営業などに関わる道もよいのではないか，

という気持ちが生まれた。具体的に，就職したい業種を決めるきっかけにもなった。

また，インハウスの活動の中にも，ロビー活動などもあるというのがわかった。 

○ 自分が持っていたインハウスのイメージよりも，職域の幅が広いと感じた。ある企

業の法務部のロビイング活動に関する授業が印象に残っている。法を創造するとい

う立場になることにも関心を持ち，現在官公庁への就職も考えている。 

○ 法律事務所は，紛争になってから案件が来るが，企業内では紛争にならないように，

予防，リスク管理をする。こうした業務の違いを勉強することができた。 

○ 小グループに分かれて，秘密保持契約の検討をするワークショップの授業（奥邨先

生ご担当）がよかった。会社として，譲れる部分と譲れない部分の折り合いをつけ

る，というイメージができた。また，自分が契約内容について交渉するという疑似

体験ができ，ためになった。 

 

◆ 本プログラムへの要望 

○ 毎回スピーカーが違うので，毎回授業の雰囲気やレベル感が違うということがあっ

た。ゲストスピーカーの回は，双方向というよりも比較的一方方向の講義が中心だ

ったので，スピーカーの数が減ってでも，もう少しロールプレイのような参加型の

授業があるとよかったように思う。 

○ 本プログラムでは，インハウスを積極的に取ろうとしている企業の人の話だったが，

まだインハウスがいないような，法務部の人数がいない企業の話も聞きたかった。 

○ インハウスの形態には，法律事務所からの出向と，任期付と，新卒での採用がある

と思うが，それぞれを比較した話が聞けるとよかった。 

○ 法科大学院を卒業してインハウスになったばかりの人の話も聞いてみたかった。法

科大学院には，弁護士，法律家になりたい人が来ているはずだが，その中でなぜイ

ンハウスを選んだのかを聞きたかった。 

○ 業界がもう少し多いとよいと感じた。業界の特色や，これと法務との関係について

も知りたい。 

○ 企業の採用情報をもう少し聞きたかった。採用スケジュールや，どういう人材を求

めているのか，といった情報があるとよかった。 

○ 本プログラムの中では企業訪問があったが，１社だけでなく複数行けるとよかった。

企業エクスターンは定員が少なく機会に恵まれない人もいるので，こういう機会は

貴重である。 

 

◆ 企業内弁護士を目指す学生の立場から，「企業内法務」にフォーカスしたものの他にあ

るとよかった講座について 

○ 本プログラムは法務部にフォーカスしていたが，法務部にこだわらず，職種，業界，
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業務内容について，もっと全体的な話を聞ける機会がほしい。どんな業界があるの

か，どんな企業があるのかが全くわからない。学部の４年生に比べ，研究が不足し

ていることを実感している。試験勉強があるので，自分で積極的に情報を仕入れる

ことが時間的にできない。司法試験が終わってからＯＢ訪問をしているが，４年生

と比べてきつい。授業でなくても，講演などでもあれば…と思う。 

 

◆ その他 

○ インハウス志望のきっかけは，法学部生の時インハウスの先輩の企業を訪問し，イ

ンハウスの仕事のイメージを持ったことが大きい。 

○ 現在，総合職の就職活動中。企業の間では，法科大学院修了生がどんな人材かにつ

いて，まだまだ浸透していない。インハウスといってもインハウスがいないところ

には通じないので，その説明から始め，売り込みをしている。 

○ 現在，官公庁の説明会を回っている。企業への就職活動については，１０月に行わ

れる合同就職説明会から始めようと思っている。総合職ではなく，修習に行き，イ

ンハウスとして仕事がしたい。 

以 上 
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法科大学院における企業内法務カリキュラムに関する意見交換会 
 

 

 

日  時  ２０１４年７月２８日（月）１５：００－１８：００ 

場  所  弁護士会館１７階１７０５会議室 

 

進行次第  

１ 各法科大学院の取組について 

 (1) 慶應義塾大学法科大学院における取組について 

 (2) 中央大学法科大学院における取組について 

 (3) 神戸大学法科大学院における取組について 

 (4) 一橋大学法科大学院における取組について 

 

２ 法科大学院における企業内法務カリキュラムの意義・役割と課題 

 (1) 経営法友会における議論状況について 

 (2) 企業分科会における議論状況について 

 (3) 教育・研修機関における取組について 

   ・経営法友会における講習について 

   ・日本組織内弁護士協会における研修について 

   ・弁護士会における研修について 

  

３ 意見交換 

 

出席者（敬称略・次第順） 

奥邨 弘司 慶應義塾大学大学院法務研究科 教授 

太田 秀夫 中央大学大学院法務研究科 教授 

小林 明彦 中央大学大学院法務研究科 特任教授 

中川 丈久 神戸大学大学院法学研究科 教授 

阿部 博友 一橋大学大学院法学研究科 教授 

島岡 聖也 経営法友会 評議員，株式会社東芝 取締役 

本間 正浩 日本組織内弁護士協会 理事，日清食品ホールディングス株式会社 

矢部 耕三 日弁連法律サービス展開本部委員，法科大学院センター副委員長 

 【司会】伊東 卓（日弁連法律サービス展開本部委員） 
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【2014年シラバス】
【明治大学法科大学院 ２０１４年度シラバス】 資料10
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【明治大学法科大学院 ２０１４年度シラバス】 資料10

33 / 64

mukai299
長方形



【明治大学法科大学院 ２０１４年度シラバス】 資料10

34 / 64

mukai299
長方形

mukai299
長方形



※所定の申込用紙（別紙）にてお申し込みください。 
 

日本弁護士連合会主催 企業内弁護士研修会 

 
 企業内で活躍する弁護士は 1,100 人を超えました（2014 年 3 月，日弁連調べ）。 

日弁連は，各社で活動する若手の企業内弁護士に向けて，研修会を開催します。講師は，業種

やキャリアも多様な，第一線で活躍されている現役の企業内弁護士です。２０１４年５月から

２０１５年の４月まで，全 8 回の研修を予定しています。奮ってご参加ください！  

 

  

 

 ・外資系金融機関の実務 

   

 

 

 

■第２回テーマ  

・紛争解決業務を中心に－企業内弁護士は，紛争案件にどう関わるか 
・紛争関連事実の確認，社外弁護士とのチームワーク 
・欧米の訴訟対応～Discovery，秘匿特権，海外の弁護士との接し方 
・予防法務，コンプライアンス，キャリアパス開拓（仕事のプロとして信頼されること） 

・地方都市の企業内弁護士であること 
※全８回の研修会の内容はそれぞれ独立しており，連続講座ではありません。 

 
お問い合わせ：日本弁護士連合会業務部業務第三課 TEL 03-3580-9838 

◇企業内弁護士が直面する実実務務上上のの問問題題点点をテーマに。日々の職務に活かせます！  

◇社内コミュニケーションから案件処理の極意まで，日日常常業業務務ののノノウウハハウウを伝授 

◇自分を磨き，高みを目指す－企業内弁護士としてのキキャャリリアアパパススのの道道標標に－ 

 

   

２０１４年７月２日（水）１８時３０分～２０時３０分 

 弁護士会館１７階１７０２会議室（一部弁護士会にテレビ会議配信） 

   

講師：佐野 晃生（スズキ株式会社法務部長) 

   

企業内弁護士 最前線（全８回） 

■第２回講師：佐野 晃生弁護士（略歴） 
 1985 年 鈴木自動車工業株式会社 入社（現スズキ株式会社） 
 1993 年 弁護士登録（45 期，東京弁護士会→後に静岡県弁護士会浜松支部） 
 1993 年 堤・安田法律事務所（現丸の内中央法律事務所。スズキ株式会社から出向） 
 1995 年 アメリカン・スズキ・モーター・コーポレーション法務室 
 2004 年 スズキ株式会社法務部長（静岡県弁護士会浜松支部） 
                
 佐野弁護士は，スズキ株式会社入社後に法曹資格を取得され，約 20 年にわたり企業内弁護士
として執務されています。現在は，法務部長として，国内外の紛争解決や紛争予防の業務に加え，
コンプライアンス業務も担当されています。 

 

第第２２回回  ※無料・事前申込制 
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【申込用紙】FAX 送付先：03-3580-2866 
 
日本弁護士連合会主催 企業内弁護士研修会 

 
 

 

 
 
 

 

 
※内容が具体的な体験談等に及ぶ可能性があるため録音，録画は御遠慮願います。 
※御提供いただいた個人情報は，日本弁護士連合会のプライバシーポリシーに従い厳重に管理いたします。また，こ
の個人情報に基づき，日本弁護士連合会又は日本弁護士連合会が委託した第三者から，シンポジウム等のイベントの
開催案内，書籍の御案内その他当連合会が有益であるﾆ判断する情報を御案内させていただくことがあります。なお，
個人情報は，統計的に処理・分析し，その結果を個人が特定されないような状態で公表することがあります。  
 また，当連合会では，本研修会の内容を記録し，成果普及に利用するため，会場での写真・映像撮影及び録音を行
っております。撮影をされたくない方は，当日，担当者にお申し出ください。 

 

 
 

   

２０１４年７月２日（水）１８時３０分～２０時３０分 

 弁護士会館１７階１７０２会議室（一部弁護士会にテレビ会議配信） 

   

講師：佐野 晃生（スズキ株式会社法務部長) 

   

 申込期限：６月２７日（金） ／ 定員（東京会場）：５０名［先着順］ 

企業内弁護士 最前線（全８回） 

□ 東京会場での参加を希望する 
□ 弁護士会会場での参加を希望する（テレビ会議配信） 

    →希望会場（     弁護士会    支部） 

※ 内容的には企業内弁護士として数年の経験を有する方を念頭においた講義にな
ります。 

登録番号                       

お名前
ふりがな

                          
 

所属弁護士会                      
 

所属企業／団体                     

 各弁護士会でも受講が可能です（テレビ会議配信） 

第第２２回回  

今後の研修会予定： 

 第３回 ９月３日（水）榊原 美紀弁護士（パナソニック株式会社知的財産センター） 
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名
名

※

修習期 所属弁護士会 性別 所属先 現所属先勤務経験 受講回数

1 9 20 31 12 21

1 4 11 0 15 11

2 6 1 0 3

2 3 1 1

2 1 0 1

4 2

4 1

7 1

4 3

3 1

1 1

1

本 研修に 感想をお聞かせくださ

2014/7/7
【参加者数】
【回答者数】

未回答

5条

東京

第一東京

第二東京

横浜

群馬

大阪

兵庫県

愛知県

富山県

未回答

企業/団体

官公庁

地方公共団体

法律事務所

未回答

その他

初めて

2回目

51期

54期

58期

60期

61期

62期

63期 京都

1年目

2～4年目

5～10年目

11年以上

未回答

男性

女性

企業内弁護士研修会【企業内弁護士 最前線②】（7/2）アンケート集計

73
32 （回答率） 43.84%

回答者の属性

64期

65期

66期

62期

12.5%
63期

12.5%

64期

21.9%

65期

12.5%

66期

9.4%

東京

28.1%

第一

東京

12.5%

第二

東京

18.8%
横浜

9.4%

大阪

6.3%

愛知

県

9.4%

男性

62.5%

女性

34.4%

企業/
団体

96.9%

1年目

37.5%

2～4
年目

46.9%

5～10
年目

9.4%

初め

て

65.6%

2回目

34.4%

１ 本日の研修についての感想をお聞かせください。

良かった点
■企業/団体所属

2～4年目

2～4年目

2～4年目

1年目

1年目

1年目

１年目

2～4年目

経験に基づく話だったこと

2～4年目 企業内弁護士として活躍されている方から直接の経験に基づいた話を伺うことができた。

2～4年目 経験談を交えた具体的な話が聞けて有益であった。

感想

実践的で，実務の上でのアドバイス・ヒントもたくさんあり参考になりました。

具体的な話が多く，自らの経験に当てはめて考えることができた点。また，資料が多く，研修後もよく読みたいと思いました。

悩む点に示唆を与えてくれる内容でした。

キャリアパス，企業の中でどう過ごしていくかが参考になった。

資料等も添付されていて，具体例が面白かったです。

具体的な事例に関した内容だった

メーカーの社内弁護士としての話を聞けた。

企業内弁護士としての心構えや意識の持ち方がよく分かった。

分かり易くためになった

discovery等実務的な注意事項が整理されていて良かった。

実践的だった

会社員としての弁護士のあり方として非常に参考になる話でした。

1年目

1年目

1年目

1年目

1年目

1年目

1年目

経験年数

インハウスと訴訟業務との関係がよく分かった。

仕事のプロという観点を示していただいて良かったです。事務所勤務時に「プロの仕事とは？」を自問し続けていたことを思
い出しました。そして，会社に勤務している今も同じようにプロの仕事を追求していこうと思いました。

社内での信頼の重要性や，信頼を受けるために重要な点など企業内で必要な点が聞けたことが良かった。

2～4年目

2～4年目 実務経験を踏まえてお話しいただいた点

2～4年目
分かり易く実務の話を伺うことができ，多くを学ぶことができました。日頃の業務や今後についてまで，多くを考えるきっかけと
なりました。

2～4年目 自分に引き直しながら聞ける内容でとても参考になりました。

2～4年目 紛争解決にとどまらずキャリアパスや地方の弁護士であることにまで及ぶ内容だった点

2～4年目 長年勤務している人のキャリア形成を学べた

2～4年目 企業で働いていて非常に共感する内容であった。

2～4年目
インハウスとしての原理原則を確認できたのは良かった。同じ講師で各国の競争法など，特定のトピックについての講義を聴
いてみたい。
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改善すべき点
■企業/団体所属

２ この研修を何で知りましたか（複数回答可）

1 16

2 0

3 14

4 2

３

1 0

2 1

3 0

4 1

資料２が良かった。実務の様子をイメージし易かった。

資料が豊富であとで拝読したい。

5～10年目 米国のdiscoveryの話が聞けた点

5～10年目

11年以上

経験年数

1年目

2～4年目

1年目

1年目

日弁連会員専用ページ

日本組織内弁護士協会からのお知らせ

その他

（現在，法律事務所に所属されている方対象）今回，企業内弁護士向けの研修を受講しようと思った理由につい
て，該当する数字すべてに○を付けてください。

企業内弁護士へのキャリアチェンジを検討しているた
め企業内弁護士との協働の仕方を考えるため

企業法務に関する知識等の強化のため

自由記載欄

2～4年目

感想

テーマをもう少し絞っても良かったかと思います。

もう少し具体的なノウハウ等があればありがたかった。

事実認定の重要正当，やや初学者向け内容があった点

質問が最後にまとめられたため，テーマごとに質問の機会があっても良かったかもしれません。

法務部門として社内を説得するための方法や実例策の話が伺えれば良かったです。

やや一般的な内容が多かったので，もう少し踏み込んだ内容の話が聞きたい

基本的な心構え等が中心で，できれば専門分野（例：PL訴訟）にも踏み込んだ説明を伺いたかった。

弁護士会からのお知らせ

1年目

2～4年目

■法律事務所所属

1 14

2 19

3 8

4 11

5 3

6 8

7 2

8 7

9 3

10 16

11 1

12 1

13 5

14 2

■企業／団体所属

経験年数

2～4年目

４

感想

かつてインハウスとして勤務していたため

（現在，企業／団体に所属されている方対象）企業内弁護士向けの研修会として，具体的に受講したい内容につ
いて，該当する数字すべてに○を付けてください。

各論（個人事件の取扱い，訴訟代理，職務上請求等）

自由記載

■法律事務関係

■ビジネススキル

■組織内弁護士としてのキャリア形成

■弁護士倫理

■その他

語学

ＩＴ

キャリアの作り方

法律家としての基礎能力（法律調査，契約書作成，訴訟スキル）

専門分野（ビジネス関連法，ビジネス類型，外国法等）

組織内コミュニケーション

税務会計・財務

ビジネス文書作成

プレゼンテーション，ファシリテーションスキル

ビジネスマナー

ワークライフバランス

総論（弁護士法，職務基本規程）

経験年数 感想

2～4年目
会社の中にいるばかりですと一会社人として埋没していく気持ちになるので，プロ意識を喚起していただける内容であればそ
れのみでもとてもありがたいです。

2～4年目 PL法 下請法 会社法全般 WTO協定その他国際取引法2～4年目 PL法，下請法，会社法全般，WTO協定その他国際取引法
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1 9

2 15

3 0

4 3

5 5

6

0

■企業／団体所属

2～4年目
リニア反対とか，全会員の中でごく一部しか賛同しない決議を日弁連の名前で出すのは本当にやめてほしい。そんな労力が
あれば，セミナーを充実させるのに予算を使ってほしい。

（ナビを利用して）採用実績なし

ない

「ひまわり求人求職ナビ」を知らない

６
企業内弁護士に対して日弁連が実施すべき研修やセミナー，施策等に関するご意見がありましたらお聞かせくだ
さい。

経験年数 感想

1年目
弁護士を雇用する会社（特に社会人経験のない弁護士）へ活用の仕方や企業内弁護士の実状の情報発信をしてほしいで
す。

2～4年目 会社のコンプライアンス施策において果たすべき役割，持っておいた方が良い意識

５
（現在，企業／団体に所属されている方対象）所属先の企業／団体で，弁護士・修習生求人求職システム「ひま
わり求人求職ナビ」を利用されたことがありますか

ある

利用していたかどうかわからない

未回答

（ナビを利用して）採用実績あり

ある

28%

ない

47%

未回

答

16%
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２０１４年９月３日（水）１８時３０分～２０時３０分 

 弁護士会館１７階１７０２会議室（弁護士会にテレビ会議配信） 

   
講師：榊原 美紀（パナソニック株式会社  

知的財産センター 渉外・著作権チーム）

現状に満足することなく危機感をもって将将来来ののあありり方方を考えることを意識させてくれた

日本弁護士連合会主催 企業内弁護士研修会 

 日弁連は，各社で活動する若手の企業内弁護士に向けて，研修会を開催します。 

 講師は，業種やキャリアも多様な，第一線で活躍されている現役の企業内弁護士で，テーマも毎

回異なります。２０１５年の４月まで，全 8 回の研修を予定しています。奮ってご参加ください！  

 

 

■第 3 回テーマ  ※全８回の研修会の内容はそれぞれ独立しており，連続講座ではありません。 

・法律事務所での勤務経験と対比しつつ、知的財産関連の具体的事例を題材に、 

インハウスとしてどのように仕事をしているか 

・具体的ノウハウの解説～どのようなスキルがどのような局面で役立つか～ 
 

 

■研修会後のアンケートに寄せられた声 

 

 

 
 

 
 

 

お問い合わせ：日本弁護士連合会業務部業務第三課 TEL 03-3580-9838 

※所定の申込用紙（別紙）にてお申し込みください。

■第３回講師：榊原 美紀弁護士（略歴） 
 1997 年 4 月 弁護士登録（４９期） 

 2001 年 6 月 ボストン大学ロークル修了(LL.M.) 

 2003 年 10 月 パナソニック株式会社 

                

 榊原弁護士は，弁護士登録後，法律事務所勤務，留学を経て，パナソニック株式会社に入社されまし

た。日本のほか，米国カリフォルニア州の弁護士資格をお持ちで，現在は同社知的財産センター渉外・

著作権チームで勤務されています。 

第第３３回回  ※無料・事前申込制

企業内弁護士 最前線（全８回） 

実践的で，実実務務のの上上ででののアアドドババイイスス・・ヒヒンントトもたくさんあり参考になりました

企業内弁護士としての心心構構ええやや意意識識のの持持ちち方方がよく分かった 

具体的な話が多く，自自ららのの経経験験にに当当ててははめめてて考えることができた
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【申込用紙】FAX 送付先：03-3580-9888 

□ 東京会場での参加を希望する 

□ 弁護士会会場での参加を希望する（テレビ会議配信） 

    →希望会場（      弁護士会     支部） 

※ 企業内弁護士として数年の経験を有する方を念頭においた講義になります。 

登録番号                            

お名前
ふりがな

                            
 

所属弁護士会                          

 

所属企業／団体                         

※研修会や企業内弁護士に関するセミナー等をメールでご案内しています。よろしければメールアドレス

を御記入ください（既に届け出ていただいた方は結構です。）。 
 

メールアドレス                         

 申込期限：８月２９日（金） ／ 定員（東京会場）：５０名［先着順］ 

 各弁護士会でも受講可能（テレビ会議配信）※お早めに日弁連にお申し込みください。 

 

日本弁護士連合会主催 企業内弁護士研修会 

 

※内容が具体的な体験談等に及ぶ可能性があるため録音，録画は御遠慮願います。 
※御提供いただいた個人情報は，日本弁護士連合会のプライバシーポリシーに従い厳重に管理いたします。また，この個
人情報に基づき，日本弁護士連合会又は日本弁護士連合会が委託した第三者から，シンポジウム等のイベントの開催案内，
書籍の御案内その他当連合会が有益であると判断する情報を御案内させていただくことがあります。なお，個人情報は，
統計的に処理・分析し，その結果を個人が特定されないような状態で公表することがあります。  
 また，当連合会では，本研修会の内容を記録し，成果普及に利用するため，会場での写真・映像撮影及び録音を行って
おります。撮影をされたくない方は，当日，担当者にお申し出ください。 
 
 
 

   

２０１４年 9 月 3 日（水）１８時３０分～２０時３０分 
 弁護士会館１７階１７０２会議室（弁護士会にテレビ会議配信） 
   
講師：榊原 美紀（パナソニック株式会社  

知的財産センター 渉外・著作権チーム）

今後の研修会予定（東京会場）： 
 第４回 １１月７日（金）片岡 詳子弁護士（株式会社ユー・エス・ジェイ） 

企業内弁護士 最前線（全８回） 

第第 33 回回  
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名
名

※

修習期 所属弁護士会 性別 所属先 現所属先勤務経験 受講回数

1 14 22 29 9 17

1 5 13 1 25 12

2 7 0 1 1 4

3 1 4 0 2

5 1 0 0

4 3

10 1

4 1

5 1

0 1

0

本 研修に 感想をお聞かせくださ

企業内弁護士研修会【企業内弁護士 最前線③】（9/3）アンケート集計

68
35 （回答率） 51.47%

回答者の属性

65期

66期

初めて

2回目

55期

59期

60期

61期

62期

63期

64期 愛知県

1年目

2～4年目

5～10年目

11年以上

未回答

男性

女性

3回目

未回答

企業/団体

官公庁

地方公共団体

法律事務所

未回答

その他

大分県

鹿児島県

未回答

2014/9/5
【参加者数】
【回答者数】

未回答

東京

第一東京

第二東京

横浜

千葉県

大阪

富山県

63期

11.4%

64期

28.6%

65期

11.4%

66期

14.3%
東京

40.0%

第一

東京

14.3%

第二

東京

20.0%

大阪

8.6%

大分

県

2.9%

男性

62.9%

女性

37.1%

企業/
団体

82.9%

1年目

25.7%

2～4
年目

71.4%

初め

て

48.6%
2回目

34.3%

3回目

11.4%

１ 本日の研修についての感想をお聞かせください。

良かった点
■企業/団体所属

2～4年目 とても勉強になりました。自分の意識を見つめ直すきっかけになりました。

2～4年目 具体例を交えて話されていたのが分かりやすかった。

2～4年目 訴訟での関わりや社内対応など様々なお話をお聞きすることができて大変有意義でした。

2～4年目 実務経験に基づいた貴重なお話をいただけて、非常に良い勉強になりました。

2～4年目
日頃悩んでいる会社での働き方と、事務所での働き方の違う点、どういう点を重視してやっていくべきか、等について納得で
きる答えをきくことができて大変勉強になりました。

2～4年目 異なる業種の法務部門の仕事の状況・方針について知ることができる大変有意義な機会だった。

2～4年目 法律事務所での働き方とは違う点を実体験を交えて話していただいた点

経験年数

有意義な講義だった。

インハウスとしての姿勢というものがあると感じた。日頃感じていることと似ている感覚で共感できた。

社内調整の大切さなどについて改めて理解できてよかった。

2～4年目

2～4年目 管理職としての視点で話を伺えた。

感想

資料作成（パワポ）でわかりやすく伝えなければいけないということは痛感することで納得できた。

コミュニケーションの重要性を学んだ

ロビーイングに関する話が面白かった。

一般的アドバイスのみならず、具体的な実務で経験した案件についても教えていただき参考になりました。

人間関係の機微については書籍より口頭でお話いただけるとニュアンスが分かりやすい。調整について先生の体験をまじえ
てお話いただけたのは良かった。

社内でのプレゼンテーションのために非常に有用だった。パワーポイントを活用すべく明日から頑張ります。

資料が簡潔で分かりやすい（こういう資料がいい、という見本になった）。

事業部と管理部門（法務）との関係は、自分でも実感できる点が多く、自分自身がリスク回避をして「事業部門のサポート役」
という姿勢が徐々に薄れていることを自覚させられました。改めて、労をいとわず、会社の為に汗をかく人達のサポートをしな
くてはと認識しました。
自分も社内クライアントの満足度・信頼には気をつけていたので、方向性等について確認できた。訴訟へのロビイストとして
の関わりについて新たな視点が持てて非常に良かった。

具体的ノウハウが実例に基づいていて良かったです。

経験談が豊富だった。若手向けの話が多かった。

実務に直結する研修だった。特に具体的なマネジメントのやり方のイメージが分かった点が良かった。

1年目

1年目

1年目

1年目

1年目

1年目

1年目

2～4年目

講師が素晴らしかった。他の社内弁護士からは聴けない話ばかりで非常に有意義だった。

1年目

2～4年目

2～4年目

2～4年目

2～4年目

2～4年目

2～4年目
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改善すべき点
■企業/団体所属

２ この研修を何で知りましたか（複数回答可）

1 17

2 7

3 16

4 4

マイクを使っていただけるとよりよい。

日弁連会場内でもマイクを使って欲しい。聞こえにくかった。

聞こえづらいことはなかったが、リモートのマイクは完全にオフ（ミュート）にして欲しい。

企業の規模、業界での立ち位置によって方針・スタンスは変わるはずなのでそのような点への目配りがあるとより良いと思
う。

特段ありませんが、敢えて書くとすればサラリーマンとしてどう上手くやっていく（折り合いをつける）か、特に若手の企業内弁
護士としてどう他の部内の人と上手くやっていくかアドバイス頂ければなおよかったです。

スライド12～14の比較についてはどのようなことを誰に対して説明すべきシーンで使う資料なのか、事前に説明があった方
が理解がすすんだかと思う。

弁護士会からのお知らせ

2～4年目

2～4年目

2～4年目

感想経験年数

2～4年目

2～4年目

1年目

1年目

日弁連会員専用ページ

日本組織内弁護士協会からのお知らせ

その他

20時頃には本論が終わってしまい、もう一つくらいテーマなり具体的なエピソードなりを入れてもらえるとよかった。

2～4年目

2～4年目

人脈やコミュニケーション力としてお話されたこと。具体的には事業部のために頑張ってファンを増やしたり、ワンストップサー
ビスとして、他部署のことまでアドバイスしたり等を榊原さんも実践されているということを伺い、同じようにしている法務部員
もいることを知り（もちろん実践されているレベルの差はあると思います。）安心できました。うちの会社も、待ちの姿勢・消極
的といった法務部員がほとんどのため、自分のやっていることに間違いはないと思いつつも業務のやり方に少し不安を感じ
ておりました。榊原さんのお話で、少し気分が楽になりました。

2～4年目 一貫したテーマで具体的な話をきけたので理解しやすかった。

2～4年目 プレゼンテーション能力の充実や仲間を増やすことが自分の力を発揮するのに重要だと実感できた。

5～10年目 実務での悩みや解決法が分かりやすく説明されていた。

企業で渉外という経験者の少ない仕事をされているので、その内容を具体的に聞けておもしろかった。

３

1 1

2 0

3 4

4 0

1 13

2 15

3 12

4 9

5 4

6 11

7 1

8 9

9 1

10 18

11 2

12 5

13 8

14 1

※以下の設問は，本研修会に初めて参加した方のみ回答

各論（個人事件の取扱い，訴訟代理，職務上請求等）

自由記載

■法律事務関係

■ビジネススキル

■組織内弁護士としてのキャリア形成

■弁護士倫理

■その他

語学

ＩＴ

キャリアの作り方

法律家としての基礎能力（法律調査，契約書作成，訴訟スキル）

専門分野（ビジネス関連法，ビジネス類型，外国法等）

組織内コミュニケーション

税務会計・財務

ビジネス文書作成

プレゼンテーション，ファシリテーションスキル

ビジネスマナー

ワークライフバランス

総論（弁護士法，職務基本規程）

４

（現在，法律事務所に所属されている方対象）今回，企業内弁護士向けの研修を受講しようと思った理由につい
て，該当する数字すべてに○を付けてください。

企業内弁護士へのキャリアチェンジを検討しているた
め企業内弁護士との協働の仕方を考えるため

企業法務に関する知識等の強化のため

自由記載欄

（現在，企業／団体に所属されている方対象）企業内弁護士向けの研修会として，具体的に受講したい内容につ
いて，該当する数字すべてに○を付けてください。
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■企業／団体所属

1 9

2 10

3 0

4 2

5 14

6

2

■企業／団体所属

６
企業内弁護士に対して日弁連が実施すべき研修やセミナー，施策等に関するご意見がありましたらお聞かせくだ
さい。

経験年数 感想

1年目 専門的知識を体系的に学べる研修があれば。

1年目 色々なキャリアの人から話を聞けるような会がもっと多いとよい。

経験年数 感想

2～4年目
弁護士会の会務活動をどのように考えているのか。また実際にどう取り組んでいるのか。長年組織内弁護士をやっている方
に是非聞いてみたいです。（私はなんとなくまだ組織内弁護士が蚊帳の外に置かれているような気がしています。）

５
（現在，企業／団体に所属されている方対象）所属先の企業／団体で，弁護士・修習生求人求職システム「ひま
わり求人求職ナビ」を利用されたことがありますか

ある

利用していたかどうかわからない

未回答

（ナビを利用して）採用実績あり

2～4年目 本研修会に関する告知が不十分のように思う。

（ナビを利用して）採用実績なし

ない

「ひまわり求人求職ナビ」を知らない

2～4年目
公益活動（義務の活動、国選や委員会参加等）について企業内弁護士により配慮した制度にして頂きたいです。また、企業
内の業務のみを行っている弁護士については勤務先情報等の個人情報を非開示できるとして頂きたいです。

ある

26%

ない

28%

未回

答

40%
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日弁連 e ラーニング企画 

 

シリーズ コーポレート・ガバナンスに関わる弁護士のための基礎講座  

～社外役員・企業内弁護士等が押さえておくべき基礎知識 

 

【内容（予定）】 

タイトル：コーポレート・ガバナンスに関する基礎知識（２時間３０分） 

講師：國廣正 

構成骨子： 

１． コーポレート・ガバナンスと会社法、金融商品取引法、証券取引所規則 

２． 社外取締役・社外監査役の役割・責任 

３． 社外取締役・社外監査役の業務 

４． 社外役員等に関するガイドライン（経産省） 

 

タイトル：会計・財務の基礎知識（２時間） 

講師：西山茂 

構成骨子： 

１． 損益計算書、貸借対照表、キャッシュフロー計算書の読み方 

２． 投資プロジェクトや企業買収における投資評価 

３． 資金調達の意思決定と評価 

４． 配当・自社株買いの意思決定と評価 

 

タイトル：監査の基礎知識（２時間） 

講師：松井隆幸 

構成骨子： 

１． コーポレート･ガバナンスと監査 

２． 公認会計士監査の役割 

３． 公認会計士監査の実施プロセス 

４． 内部監査の役割 

５． 内部監査の実施プロセス 
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日本弁護士連合会主催

20142014年年1010月月1818日日((土土)13:30)13:30～～15:3015:30 弁護士会館弁護士会館1414階階14011401会議室会議室

今後のキャリアやビジネスについて悩みはありませんか？
企業内で活躍されている弁護士は約１，２００名，そのうち４０％は女性が占めています。
日弁連は，企業内で活躍されている女性弁護士のキャリアアップや自己啓発，仕事や家庭のマネジメントに関し，セミナー

や同じ悩みを抱える女性企業内弁護士同士の交流会を通じ，みなさまのさらなる活躍を支援します。奮って御参加ください！

事前申込制【申込期限：10/16（木）】

20142014年年1010月月1818日日((土土)13:30)13:30 15:30 15:30 弁護士会館弁護士会館1414階階14011401会議室会議室

今後のキャリアに
ついて考えたい

ビジネスの話を
聞きたい

育児中でも
参加できる

セミナーがあったら

他社のやり方を知り，
仕事の改善に
役立てたい

第１部 セミナー

ビジネスの発展と法務 ～企業内弁護士に期待すること～

稲垣様は，株式会社小松製作所において，法
務部長を経て，現在は国際渉外部長兼輸出
管理部長を務められています

講師：稲垣講師：稲垣泰弘氏泰弘氏
（㈱小松製作所執行役員法務管掌）（㈱小松製作所執行役員法務管掌）

・現在日本企業が置かれている環境と法務の役割

グローバル化，複雑化，専門化

・企業内弁護士に求められるスキル，マインド

・女性の活躍に期待すること管理部長を務められています。

コマツには8名の弁護士が所属しており，ビジ
ネスの中で企業内弁護士に期待されることか
ら，今後の法務の役割，女性の活躍に対する
期待まで，会社経営に携わる立場からお話し
いただきます。

性 活躍 期待す

加えて，株式会社小松製作所の社内弁護士の方から，同社における
働き方に関するプレゼンテーションをいただきます。

第２部 交流会

講師・参加者との情報交換 ※軽食あり

※※育児中の方も御参加いただけます（託児サービス利用可育児中の方も御参加いただけます（託児サービス利用可→→9/309/30までまで受付）受付）
※※法律事務所等に所属する企業内弁護士に関心のある女性会員も御参加いただけます。法律事務所等に所属する企業内弁護士に関心のある女性会員も御参加いただけます。

お問い合わせ：日本弁護士連合会業務部業務第三課 TEL 03-3580-9838

※所定の申込用紙（裏面）またはＷＥＢ申込フォームにてお申し込みください。
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日本弁護士連合会主催

＜申込用紙＞
【ＦＡＸ送付先】：０３－３５８０－９８８８

WEBからもお申し込みいただけます。https://qooker.jp/Q/auto/ja/femalecareer/inhouse/ 

20142014年年1010月月1818日日((土土)13:30)13:30～～15:30 15:30 弁護士会館弁護士会館1414階階14011401会議室会議室

事前申込制【申込期限：10/16（木）】

登録番号

お名前（ふりがな）

所属弁護士会

所属企業／団体所属企業／団体

※企業内弁護士に関するセミナーや研修会等をメールで御案内しています。よろしければメールアドレスを御記入ください。

メールアドレス

ビ託児サービスの利用希望 □あり □なし

→希望ありの場合，お子様の年齢・人数（ ）
※御利用を希望される方は，９月３０日までにお申し込みいただきますようお願いいたします。

御不明点等ありましたら事務局までお問い合わせください。

※御提供いただいた個人情報は，日本弁護士連合会のプライバシーポリシーに従い厳重に管理いたします。また，この個人
情報に基づき 日本弁護士連合会又は日本弁護士連合会が委託した第三者から シンポジウム等のイベントの開催案内 書

お問い合わせ：日本弁護士連合会業務部業務第三課 TEL 03-3580-9838

情報に基づき，日本弁護士連合会又は日本弁護士連合会が委託した第三者から，シンポジウム等のイベントの開催案内，書
籍の御案内その他当連合会が有益であると判断する情報を御案内させていただくことがあります。なお，個人情報は，統計
的に処理・分析し，その結果を個人が特定されないような状態で公表することがあります。

また，当連合会では，本研修会の内容を記録し，成果普及に利用するため，会場での写真・映像撮影及び録音を行ってお
ります。撮影をされたくない方は，当日，担当者にお申し出ください。
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2014年9月18日（木）スタート!
日本政策投資銀行＆日本弁護士連合会 共催セミナー

「女性起業家のためのリーガル実践講座」 全4回実施

株式会社日本政策投資銀行は、日本弁護士連合会との共催で、女性の新たな視点による

ビジネスの発展をリーガル面からサポートすることを目的とした連続講座を開催します。

スタートアップ期の女性起業家にこそ知ってほしい「法的リスクにつまづかない会社経営」を

「経営者の旅」に見立てて講師陣の弁護士がわかりやすく解説します。

2014年9月18日（木） 法人設立・創業時の法務第１回

• 「旅立つ前に必要な準備とは？」 講師：樽本 哲 弁護士

• （１）事業経営と法律の関わり

開催スケジュール・プログラム（予定）

第１回の詳細は裏面
をご覧ください（１）事業経営と法律の関わり

• （２）設立・創業時の法務

2014年11月11日（火） 事業継続・維持の法務①第２回

• 「旅を快適・安全に進めるために」 講師：八掛 順子 弁護士

（１）取引に必要な法律知識

をご覧ください

• （１）取引に必要な法律知識

• （２）契約書の活用法（契約書の重要性、契約書のチェックポイント等）

2015年1月（日程未定） 事業継続・維持の法務②第３回

• 「旅のトラブル予防と対処法」 講師：松林 司 弁護士

• （１）会社内部組織に関する法律知識（取締役会、株主総会等）

• （２）組織運営に必要な労務知識（従業員との雇用契約等）

2015年3月（日程未定） 事業発展の法務第４回

• 「目標に向けて旅を続けるために」 講師：市毛 由美子弁護士

▶時間 10 00 12 00 （開場9 00 ）

開催概要

• （１）知的財産権の戦略的活用、フランチャイズ等

• （２）M&A等の組織再編、業務提携、海外展開等

▶時間： 10:00am～12:00pm （開場9:00am）

▶会場： 大手町フィナンシャルシティ サウスタワー ３Ｆカンファレンスセンター
〒100-0004 東京都千代田区大手町1-9-7 電話：03-6225-2661

▶定員： 50名

▶受講料： 無料

▶対象： 女性経営者、起業を予定している女性

▶主催： 株式会社日本政策投資銀行, 日本弁護士連合会
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第1回 女性起業家のためのリーガル実践講座

2014年9月18日（木） 「法人設立・創業時の法務」

「経営者の旅」をモチーフにした女性起業家のためのリーガル実践講座第1回は、「旅立つ前に必要な準備

プログラム アクセス

経営者の旅」をモチ フにした女性起業家のためのリ ガル実践講座第1回は、 旅立つ前に必要な準備
とは？～設立・創業時の法務」をテーマに開催します。会社設立の手続きから、出資を受けるときの留意点
まで、会社経営にとって欠かせない内容が盛りだくさんです。ぜひご参加ください。

※プログラム内容は都合により変更する
ことがございます。予めご了承ください。

■日時
2014年9月18日（木）2014年9月18日（木）
10:00am - 12:00pm （開場 09:30am)

■次第
09:30 開場
10:00 開会の挨拶
10:05 「旅立つ前に必要な準備とは？旅 前 必要な準備

～法人設立・創業時の法務～」 樽本 哲弁護士

(1) 会社経営と法律の関わり
(2) 設立・創業時の法務

事業体（くるま） 選び、
事業計画（目的地までの道程）、
資金（燃料） の調達、
法律（交通ルール） の遵守と
“同乗者間 ”の規律 など

12:00 閉会挨拶・次回の予定ご案内

■会場
大手町フィナンシャルシティ サウスタワー
３Ｆカンファレンスセンター

以下の「お問合せフォーム」に、「9月18日法人設立・創業時の法務参加」と記載の上お申し込みください。

お申し込み

３Ｆカンファレンスセンタ
〒100-0004 東京都千代田区大手町1-9-7
電話：03-6225-2661

以下の「お問合せフォ ム」に、「9月18日法人設立 創業時の法務参加」と記載の上お申し込みください。
https://secure.dbj.jp/jp/ja/contact/inquiry/womenInit.do?receipt_pattern=inquiry-01-
006&receipt_country=jp&receipt_lang=en&receipt_department=202

お申込み確認後、ご登録いただいたメールアドレス宛に『セミナー受講証』を送付いたします。 当日は、受講証（メール）を印刷し、
お名刺とともにお持ちの上、会場にお越し下さい。

なお、お申込みは事前登録制（先着順）とさせていただきます。定員50名になり次第、締切日前でも締切りとさせていただきますの
で、ご了承ください。

申込締切 ９月１６日（火） 正午

【セミナーに関するお問い合わせ先】
株式会社日本政策投資銀行 女性起業サポートセンター（DBJ-WEC）

〒100-8178 東京都千代田区大手町1-9-6 大手町フィナンシャルシティ サウスタワー
TEL： 03-3244-1652（センター代表）
http://www.dbj.jp/service/advisory/wec/

申込締切：９月１６日（火） 正午

※お申し込みによってお知らせいただいた皆さまの個人情報につきましては、当セミナーの運営に関わる事務に利用させていただくほか、株式
会社日本政策投資銀行*および日本弁護士連合会* *で共有させていただき、今後、実施する説明会、セミナー、勉強会、研究会、発行書籍、

および業務内容等のご案内をさせていただく目的以外には使用いたしません。個人情報の管理は、株式会社日本政策投資銀行および日本
弁護士連合会がそれぞれの個人情報保護方針に従い厳重に管理いたします。

* http://www.dbj.jp/service/advisory/wec/ * * http://www.nichibenren.or.jp/
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